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アブストラクト 

近年，渋滞相転移を持つ多粒子系としての「交通流」の理解が進んできた．この系では

粒子（車）密度とそれに対応する流量（交通量）の間には自由流相と渋滞流相からなる非

線形な関係が存在することがわかっている． 

本講演ではその知見をもとに，道路網，航空網といった交通ネットワークでは，そうし

た特性がマクロな流れにどのような影響を及ぼすかを紹介する．その結果の一つとして、

系における粒子の平均密度が増加するに従い，低密度領域では安定であった密度一様な状

態が不安定化し，密度分布が不均一になるという「マクロな渋滞現象」が存在する[1]．こ

のマクロな渋滞を緩和するため，そうした不安定化が起こる相（高密度領域）において単

純なノードの一時的な閉鎖ルールを考える．この制御下では，一部のパラメータ領域では

確かに流量が大きく改善される一方で，密度がある点を超えると閉塞相に陥ってしまう

[2]．以上の知見をもとにこうした系をどのように制御しうるかを議論したい． 
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